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Sectional Study および Follow up study により検討した。 
〔 方法ならびに成績 〕 
 糖尿病教育および糖尿病治療目的で大阪府立急性期・総合医療センターに入院した、非インスリン治療の２型糖尿
病患者 232 例（女性 120 例、男性 112 例、年齢 57.3±11.5 歳、罹病期間 7.2±7.5 年）を対象とした。入院の約７日



















例は 151 例（女性 77 例、男性 74 例）であった。151 例の患者背景は、232 例の患者背景と全てのパラメーターにお
いて有意差を認めなかった。平均追跡期間は 5.0±1.5 年間であり、34 例の患者において網膜症進展が認められた。
網膜症進展患者群で有意な食後血糖値の上昇と食後インスリン値の低下が確認されたため、各種危険因子の独立性を
検討するために重回帰分析を行った。重回帰分析の結果、PPI（odds ratio＝0.918、p＜0.0001）と PPG（odds ratio
＝1.008、p＝0.016）が各々独立して糖尿病網膜症と関連することがわかった。 
〔 総  括 〕 
 細小血管合併症の危険因子として食後高血糖が重要である。さらに網膜症に関しては、食後血糖高血糖のみならず
食後低インスリン血症がその進展に関する独立した危険因子であると考えられた。 
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